
産
業
厚
生
委
員
会
閉
会
中

審
査
報
告

［
産
業
厚
生
委
員
会
閉
会
中
審
査

事
件
］

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
て
、２

項
目
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

は
、現
場
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、社

会
福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
19
団
体

で
構
成
さ
れ
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の「
総
合

相
談
窓
口
」な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る「
多
久
市
地
域
貢
献
推
進
協
議

会
」と
意
見
交
換
会
を
行
い
、意
見
・
要

望
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
バ
ス
停

が
あ
る
地
域
で
も
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
は
要
相
談
と
な
っ
て
い
る
が
、高
齢

者
に
と
っ
て
は
、10
メ
ー
ト
ル
で
も
大
変

で
あ
り
、福
祉
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、家

の
前
ま
で
の
運
行
や
、い
ろ
い
ろ
な
条

件
の
制
限
を
せ
ず
に
、年
金
暮
ら
し
で

も
外
に
出
や
す
い
安
価
で
使
い
や
す
い

オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
を
要
望
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
彩
り
」に
つ
い
て
の
意

見
・
要
望
で
は
、む
つ
み
荘
利
用
の

と
き
よ
り
利
用
者
が
減
っ
て
い
る

理
由
と
し
て
、「
彩
り
」の
地
理
的
条

件
、飲
食
物
な
ど
の
持
ち
込
み
が
出
来

な
い
こ
と
に
よ
り
、利
用
し
に
く
い
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、意
見

交
換
を
実
施
し
た
内
容
を
委
員
会
と

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
多
久
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
つ
い
て
」は
、今
後
も
、農
業
関

連
に
従
事
さ
れ
る
各
関
係
団
体
と
、意

見
交
換
会
を
実
施
し
、市
内
の
農
業
施

策
に
つ
い
て
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。総

務
文
教
委
員
会
審
査

報
告

　

審
査
の
過
程
で
、タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

に
つ
い
て
は
、損
傷
が
多
く
な
る
よ
う
で

あ
れ
ば
保
護
フィ
ル
ム
を
付
け
る
等
の

対
応
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

や
、導
入
に
あ
た
っ
て
教
職
員
に
過
多
の

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
審
査

報
告

審
査
の
過
程
で
、次
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

 

総
務
費  

新
公
立
病
院
整
備
に
要
す

る
経
費
で
、建
設
予
定
地
の
測
量
及
び

地
質
調
査
の
完
了
後
に
速
や
か
に
議
会

へ
報
告
、説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活

用
に
要
す
る
経
費
で
、統一 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」導
入
説
明
会
開
催
に
関

し
て
、業
者
へ
の
説
明
会
だ
け
で
な
く
、

市
民
へ
の
周
知
・
説
明
を
行
な
う
こ
と
。

　

消
防
団
感
染
拡
大
防
止
対
策
事
業

と
し
て
防
火
衣
を
購
入
予
定
だ
が
、緊

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業

令
和
２
年
度
多
久
市一般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

委 員 会 審 査 報 告委 員 会 審 査 報 告

議 案
番 号 議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 15 14
議 
決 

結 

果

飯
守
　
康
洋

中
島
　
慶
子

田
渕
　
　
厚

樺
島
永
二
郎

國
信
　
好
永

野
北
　
　
悟

田
中
　
英
行

中
島
　
國
孝

平
間
　
智
治

香
月
　
正
則

牛
島
　
和
廣

古
賀
　
公
彦

鷲
﨑
　
義
彦

山
本
　
茂
雄

議 案 乙
第40号

令和2年度多久市一般会計補正予算（第6号）に
対する修正案 ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ー 修正案

否　決

令和2年度多久市一般会計補正予算（第6号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ー 原　案
可　決

○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

賛　　否　　表

※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、
　掲載しています。

■
令
和
２
年
度一般
会
計
補

正
予
算
に
対
す
る
修
正
案

野
北　
悟

　

新
公
立
病
院
候
補
地
は
浸
水

想
定
地
域
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
久
市
議
会
内
部
、多
久
市
、小

城
市
の
市
民
か
ら
も
反
対
や
疑

問
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、ま

た
、こ
の
地
域
は
内
水
排
水
対

策
と
い
う
問
題
も
あ
り
、盛
土
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
周
辺
に
及

ぼ
す
影
響
調
査
を
行
っ
た
と
の

報
告
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
公
立
病
院
整
備
は
、多
久

市
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
事
業

で
あ
り
、将
来
負
担
を
伴
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
一旦
立
ち
止
ま
り
、建

設
予
定
地
に
つ
い
て
小
城
市
と

再
度
協
議
が
で
き
な
い
か
と
の

思
い
で
、新
公
立
病
院
整
備
に
要

す
る
経
費
の
う
ち
、測
量
委
託

料
１
５
９
６
万
円
、地
質
調
査

委
託
料
９
７
６
万
円
及
び
開
発

支
援
委
託
料
１
７
１
万
円
を
削

除
し
、そ
れ
に
関
す
る
財
源
の
雑

入
の
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

■
修
正
案
に
対
す
る
反
対

討
論

平
間　
智
治

　

新
公
立
病
院
整
備
に
関
し
て

は
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
事

業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、多
久
市

議
会
の
都
合
で
こ
れ
を
延
期
す

れ
ば
、小
城
市
と
の
協
議
や
小

城
市
議
会
と
の
信
頼
関
係
を
損

な
い
今
後
の
事
業
進
捗
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、

統
合
病
院
建
設
計
画
が
破
棄
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
多
久
市
の
医
療

供
給
体
制
の
継
続
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、地
域

住
民
が
医
療
を
受
け
る
場
が
な

く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

今
回
の
計
画
は
多
久
市
に
中

核
的
な
病
院
設
置
が
実
現
で
き

る
千
載
一遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考

え
、こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
反
対

し
ま
す
。

急
時
に
素
早
く
着
用
し
出
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、社
会
教
育
関
係
感
染
拡
大
防

止
対
策
事
業
で
購
入
予
定
の
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
民
間
団
体
が
主
催
す
る
会

議
・イ
ベ
ン
ト
等
に
貸
与
し
、感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
有
効
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

 

商
工
費  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、企
業
へ
の
対
面
訪

問
が
で
き
な
い
状
況
で
、関
連
す
る
経

費
を
減
額
さ
れ
て
い
る
が
代
替
え
策
を

講
じ
、企
業
誘
致
活
動
を
お
こ
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。
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